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犬のパックウォークとは、複数の犬とその飼い主が一緒に歩く活動のことを指します。この

活動は、犬に社会性やマナーを教えるとともに、飼い主との絆を深める効果があります。

以下では、パックウォークの歴史や効果について詳しく説明します。 
 

パックウォークの歴史 

 1. オオカミの行動に基づく概念 
パックウォークの起源は、犬の祖先であるオオカミの行動に関連しています。オオカミは群

れ（パック）で行動し、狩りや移動を共にします。この共同作業が群れの秩序や絆を強化す

ることから、犬の群れを模したパックウォークが考案されました。 

 2. 現代のドッグトレーニングにおける応用 
パックウォークは 20 世紀後半から、犬の行動学に基づいたトレーニング法の一環として

注目され始めました。特にカリスマ的なドッグトレーナー（例: シーザー・ミランなど）が、犬

の問題行動の矯正に有効な方法として広めました。 
 

パックウォークの効果 

 1. 社会化の促進 
他の犬や人間と近くで一緒に歩くことで、犬は他者の存在に慣れ、安心感を得られます。

これにより、攻撃性や恐怖心を軽減する効果があります。 

 2. エネルギー発散 
集団での散歩は、犬に適度な運動を提供し、ストレスを発散させる手助けをします。運動

後はリラックスした状態になるため、家庭内での問題行動（無駄吠えや破壊行動など）が

減少することが期待されます。 

 3. リーダーシップの確立 
飼い主がリーダーシップを持って歩くことで、犬に「群れのリーダー」として認識されること

が可能です。これにより、散歩中の引っ張り癖や指示無視といった問題が改善しやすくな

ります。 

 4. 犬同士の信頼関係の構築 
同じ方向に歩くという単純な行動が、犬同士の信頼関係を深める要因となります。この行

動は犬の群れ本能に基づいており、争いを避ける手段としても有効です。 
 



実践する際の注意点 

 1. リードコントロールの徹底 
犬同士の距離を適切に保ち、突然のトラブルを防ぐためにリードを緩めすぎないよう注意し

ます。 

 2. 犬の健康状態に配慮 
参加する犬の年齢や体力に応じて、歩行距離やペースを調整します。 

 3. 他者への配慮 
公共の場で行う場合、通行人や他の犬への配慮を忘れないようにします。 
 

パックウォークは犬にとっても飼い主にとっても多くのメリットをもたらす活動です。定期的

に実践することで、犬の行動が改善され、より豊かなペットライフを送ることができます。 

 


